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新規配列解析法を利用した機能性 PNAアプタマーの開発 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究ではペプチド核酸（PNA）の配列解析法を確立し、それを利用した機能性 PNA アプタマ

ーの開発を目指している。本年度は PNAの配列解析法について主として検討を行った。 

これまでに、PNA１０量体の配列解析に成功している。そこで、まず PNAの鎖長と配列が配列解

析結果に影響について検討を行った。GC を 0～100%含む PNA を合成し、それらの配列解析を

行ったところ、GC 含量 0～80%の PNA の配列解析が可能であることがわかった。また、鎖長につ

いて検討を行ったところ、中央部位にも固定配列を導入することで 12 量体の配列解析が可能であ

ることがわかった。 

また、シアヌル酸を導入した PNAの配列解析についても検討を行った。シアヌル酸はチミンと同

様の水素結合部位を両面に持つ。そのため、チミンと同様の配列解析が期待できる。また、チミン

と比べてより多くの水素結合部位を持つため、結合能や選択性の高いアプタマー開発が期待でき

る。まず、シアヌル酸を塩基部位に持つ PNA モノマーを有機合成によって合成した。その後、

Fmoc 固相合成法によってシアヌル酸を導入した PNA 配列を合成した。合成した配列を解析した

ところ、設計通り目的とする配列が得られたことがわかった。また、コントロールとしてチミンを導入し

た PNAの配列解析結果と比較したところ、目的配列の割合が若干向上することが明らかとなった。 

更に、DNA 骨格を利用して蛍光色素（ピレン）を会合させた際の、円偏光発光（CPL）特性を調

べた。その結果、ピレン二量体が最も大きな異方性因子（g 値）を示すことがわかった。また、ピレン

二量体間の塩基対数を変化させた際の影響を調べたところ、ピレン二量体間の配向に応じて g 値

が変化することがわかった。これらの結果は CPL を利用した生体分子検出を実現する上で非常に

重要な知見であると言える。 
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